
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ
な
が
り
が
明
ら
か
に
な
り
、

申
告
漏
れ
な
ど
も
多
発
し
て
い

ま
す
。
世
論
調
査
で
も
国
民
は

納
得
し
て
お
ら
ず
、
こ
れ
で
良

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
第
３
者

機
関
の
設
置
な
ど
を
お
こ
な
い

徹
底
解
明
す
る
姿
勢
を
国
が
示

す
こ
と
に
、
意
味
が
あ
り
ま

す
。 ま

た
維
新
か
ら
、
「
宗
教
弾

圧
に
な
る
の
で
は
」
な
ど
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。
旧
統
一
協

会
は
、
正
体
を
隠
し
て
近
づ
き

洗
脳
ま
が
い
の
方
法
で
信
仰
を

強
制
し
た
り
、
霊
感
商
法
を
入

り
口
に
高
額
な
寄
付
を
強
要
し

た
り
す
る
な
ど
、
宗
教
団
体
を

隠
れ
蓑
に
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

思
想
信
条
の
自
由
を
侵
害
す

る
、
悪
質
な
団
体
で
す
。
今
回

の
意
見
書
案
は
、
こ
の
よ
う
な

反
社
会
的
行
為
を
繰
り
返
す
団

党
市
議
団
は
９
月
定
例
市
議

会
に
、
「
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
旧
統
一
協
会
）
と
国
会

議
員
と
の
か
か
わ
り
を
徹
底
解

明
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
」

意
見
書
案
を
提
案
し
ま
し
た
。 

党
市
議
団

の
ほ
か

、
公
明

党
、
立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト
、
無

所
属
議
員
の
賛
成
多
数
で
可
決

し
、
国
に
意
見
書
を
送
付
し
ま

し
た
。
自
民
・
刷
新
・
維
新
は

反
対
し
ま
し
た
。 

「
自
己
点
検
」
で 市

民
は
納
得
し
な
い 

自
民
か
ら
は
、
「
自
民
党
と

し
て
自
己
点
検
し
、
他
党
も
個

別
に
関
係
が
あ
っ
た
議
員
を
公

表
し
て
い
る
か
ら
良
い
の
で

は
」
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
自
民
の
自
己
点
検

は
内
容
も
対
象
も
不
十
分
で
、

結
果
公
表
後
も
次
々
と
新
た
な
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体
と
国
会
議
員
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
調
査
を
求
め
る
も
の

で
す
。
「
思
想
信
条
や
内
心
の

自
由
を
制
限
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と

い
う
批
判
は
、
ま
っ
た
く
当
た

り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
理
由
に
な
ら
な

い
理
由
で
旧
統
一
協
会
問
題
を

う
や
む
や
に
す
る
姿
勢
に
対
し

て
、
市
民
が
怒
っ
て
い
る
こ
と

を
、
自
覚
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

党
市
議
団
は
賛
成
討
論
で
、

「
安
倍
元
首
相
を
は
じ
め
と
し

て
国
会
議
員
が
広
告
塔
と
な
り

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。
選
挙

や
政
策
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い

る
」
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
指

摘
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
市
民

と
力
を
合
わ
せ
、
徹
底
解
明
を

求
め
る
声
を
大
き
く
し
て
い
き

ま
す
。 

 

１ 

旧
統
一
協
会
問
題
の
徹
底
解
明
求
め
る
意
見
書 

賛
成
多
数
で
可
決
し
国
に
送
付 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る
国
保
の
県
単
一
化
や
、
新

た
な
病
床
削
減
の
仕
組
み
の

導
入
な
ど
、
医
療
制
度
の
改

悪
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
か

つ
現
状
の
物
価
高
の
な
か
市

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
」

と
指
摘
し
反
対
し
ま
し
た
。 

小
中
一
貫
校
Ｐ
Ｆ
Ｉ
契
約
否
決 

小
中
一
貫
校
・
３
学
園
構

想
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
工
事
契
約
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

党
市
議
団
は
、
「
計
画
策

定
も
、
施
設
・
設
備
や
各
教

室
の
配
置
も
、
市
教
育
委
員

会
が
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
子
ど

も
の
増
加
に
対
し
て
今
あ
る

敷
地
に
無
理
や
り
押
し
込
め

る
都
合
あ
り
き
で
、
子
ど
も

や
保
護
者
、
地
域
、
現
場
の

教
員
の
声
を
聞
い
て
お
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
に
悪
影
響

2 

９
月
２
８
日
、
９
月
定
例

市
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
や
決
算
に
つ
い
て

の
報
告
を
し
ま
す
。 

市
立
病
院
初
診
料
の
値
上
げ

に
反
対 

来
年
１
月
か
ら
紹
介
状
な

し
の
初
診
に
要
す
る
「
選
定

療
養
費
（
初
診
料
）
」
が

３
，
９
０
０
円
か
ら
４
，
９

５
０
円
に
値
上
げ
さ
れ
ま

す
。
党
市
議
団
は
「
初
診
料

の
値
上
げ
は
自
ら
ど
こ
の
医

療
機
関
も
受
診
で
き
る
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
制
限
を
設

け
る
こ
と
。
政
府
に
よ
る
社

会
保
障
費
の
自
然
増
削
減
が

患
者
負
担
の
引
上
げ
を
す
す

め
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
自

己
負
担
の
値
上
げ
、
国
保
税

の
さ
ら
な
る
値
上
げ
に
繋
が
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が
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
。
ま

た
学
校
建
設
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
お

こ
な
う
こ
と
に
も
、
「
民
間

丸
投
げ
で
市
や
市
教
委
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
」
こ
と
か
ら
、
反
対
し
ま

し
た
。 

こ
の
工
事
契
約
で
は
、
２

つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
が
ど
ち

ら
も
約
１
４
０
億
円
で
入
札

し
ま
し
た
。
工
事
内
容
や
地

元
と
の
協
力
関
係
な
ど
「
性

能
」
が
重
視
さ
れ
、
約
２
億

４
千
万
円
高
い
入
札
を
し
た

側
が
総
合
で
高
評
価
と
な

り
、
落
札
し
ま
し
た
。 

自
民
・
公
明
な
ど
は
、
入

札
金
額
が
高
い
側
が
落
札
し

た
こ
と
を
問
題
視
。
審
査
会

の
体
制
や
審
査
の
内
容
に
つ

い
て
質
疑
を
繰
り
返
し
て
、

反
対
し
ま
し
た
。
し
か
し
子

ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

立
憲
・
市
民
ネ
ッ
ト
と
無

所
属
議
員
の
賛
成
少
数
で
、

否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
の
要
望
が
補
正
予

算
で
実
現 

「
住
宅
・
店
舗
改
修
促
進

補
助
金
」
の
予
算
に
８
０
０

万
円
が
追
加
さ
れ
た
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま

し
た
。
党
市
議
団
は
８
月
１

日
、
市
長
に
補
助
金
の
増
額

を
要
望
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
市
内
建
設
事

業
者
の
支
援
と
住
宅
の
長
寿

命
化
が
図
ら
れ
ま
す
。 

担
当
課
・
経
済
振
興
課 

０
４
８-

９
６
７-

４
６
８
０ 

党
市
議
団
の
要
望 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
が
予
算
追
加 

市
内
事
業
者
支
援
が
前
進 
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リ
レ
ー
コ
ラ
ム
㉛ 

赤
旗
で
読
書
２ 

―

村
山
由
佳
『
風
よ
あ
ら
し
よ
』
（
集
英
社
）―

 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ド
ラ
マ
「
風
よ
あ
ら
し
よ
」
。
原

作
は
村
山
由
佳
さ
ん
で
２
０
２
０
年
刊
。
日
刊
紙
の
日
曜

日
・
書
評
欄
で
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
「
原
始
女
性
は

太
陽
で
あ
っ
た
」
（
『
青
踏
』
）
の
平
塚
雷
鳥
に
見
込
ま

れ
、
婦
人
運
動
家
と
し
て
成
長
す
る
伊
藤
野
枝
の
生
涯
を
描

く
◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
協
調
さ
れ
始
め
た
情
勢
の
中
で
、

女
性
の
自
立
を
め
ざ
し
て
『
青
踏
』
の
編
集
や
、
社
会
主
義

者
・
大
杉
栄
の
妻
と
な
っ
て
社
会
変
革
、
婦
人
解
放
の
た
め

に
活
動
し
た
女
性
を
描
き
出
し
た
点
に
、
作
者
の
社
会
へ
思

い
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
野
枝
は
、
関
東
大
震
災
後

の
社
会
騒
動
に
紛
れ
て
、
大
杉
と
と
も
に
憲
兵
隊
に
虐
殺
さ

れ
て
生
涯
を
終
え
る
。
現
代
で
は
、
震
災
に
乗
じ
た
社
会
主

義
者
大
弾
圧
や
朝
鮮
人
虐
殺
が
軍
・
警
・
民
一
体
で
お
こ
な

わ
れ
た
こ
と
な
ど
知
ら
な
い
者
も
多
い
。
そ
の
意
味
で
、
当

時
の
時
代
や
伊
藤
野
枝
と
い
う
人
物
を
描
き
出
し
た
意
味
は

大
き
い
◆
余
談
に
な
る
が
、
『
青
踏
』
に
い
た
神
近
市
子
が

大
杉
を
ナ
イ
フ
で
襲
う
事
件
が
あ
っ
た
。
の
ち
神
近
は
『
婦

人
文
芸
』
な
ど
を
主
宰
し
て
文
学
運
動
で
活
躍
す
る
が
、
松

田
解
子
は
神
近
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
神
近

の
長
男
一
家
が
、
拙
宅
（
恩
間
）
近
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

の
を
知
っ
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

（
松
田
解
子
研
究
家 

 

江
崎
淳
） 

 

２
１
年
度
決
算
認
定
議
案 

 
小
中
一
貫
校
・
３
学
園
構
想

に
反
対 

２
０
２
１
年
度
は
コ
ロ

ナ

禍

２

年

目

の

年

で

あ

り
、
交
付
金
や
基
金
の
活

用
を
し
て
、
事
業
者
や
困

窮
者
支
援
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
ま
た
、
（
仮
称
）

緑
の
森
公
園
保
育
所
の
計

画
変
更
や
、
ま
る
ご
と
ま

ち

ご

と

ハ

ザ

ー

ド

マ

ッ

プ
、
住
宅
・
店
舗
改
修
促

進
補
助
金
な
ど
党
市
議
団

が
要
望
し
て
き
た
事
業
が

実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
は

評
価
し
ま
す
。 

し

か

し

、

小

中

一

貫

校
・
３
学
園
構
想
に
つ
い

て
は
、
「
統
廃
合
・
大
規

模
化
は
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
悪
影
響
が
あ
る
」
と

指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
市

教
委
は
、
こ
う
し
た
指
摘

に
一
切
具
体
策
を
示
さ

ず
、
「
越
谷
で
は
上
手
く

い
く
」
と
強
弁
を
重
ね
ま

し
た
。
こ
う
し
た
態
度
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

関
連
支
出
の
含
ま
れ
る
決

算
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

値
上
げ
の
介
護
保
険
・
下

水
道
会
計
に
反
対 

市
は
２
０
２
１
年
９
月

か
ら
、
下
水
道
料
金
を
一

般
家
庭
で
２
，
２
８
０
円

値
上
げ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
６
５
歳
以
上
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
一

般
世
帯
で
８
，
１
６
０
円

値
上
げ
し
ま
し
た
。
党
市

議
団
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

困
っ
て
い
る
市
民
に
さ
ら

な
る
負
担
を
押
し
付
け
る

べ
き
で
は
な
い
」
と
予
算

に
反
対
し
て
お
り
、
決
算

議
案
も
反
対
し
ま
し
た
。 
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お
知
ら
せ 

◆
原
水
協
６
・
９
宣
伝 

日
時 

１
０
月
６
日
（
木
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

越
谷
駅 

 

◆
共
同
セ
ン
タ
ー
９
の
日
宣
伝 

日
時 

１
０
月
７
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

大
袋
駅 

 

◆
民
主
市
政
の
会
講
演
会 

日
時 

１
０
月
８
日
（
土
） 

 
 

 

午
後
６
時
３
０
分
～ 

場
所 

北
部
市
民
会
館
劇
場 

講
師 

前
川
喜
平
氏 

 

◆
民
主
市
政
の
会
映
画
上
映
会 

「
１
０
０
年
と
希
望
」 

日
時 

１
０
月
２
９
日
（
土
） 

① 

午
前
１
０
時
②
午
後
２
時 

場
所 

コ
ミ
セ
ン
視
聴
覚
室 

消費税は 5％に減税を 

 9 月 26 日、越谷駅で「消費税

廃止をめざす連絡会」が「物価

高騰の軽減へ消費税を 5％に」

と宣伝しました。 

 

原発はゼロに 

 9 月 16 日、越谷駅で「さよう

なら原発三金集会」とパレード

がおこなわれました。 

党創立 100 周年記念 

 9 月 17 日、党創立 100 周年記

念講演会が開催され、オンライ

ンでも配信されました。 

 

国葬は中止を 

9 月 19 日、安倍元首相の国葬

反対の集会・デモ行進が代々木

公園でひらかれ、越谷からも多

数が参加しました。 


